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静岡県の中央部に位置し、駿河湾と南ア

に連なる山々に挟まれており、豊かな自然環境

も(図1)。静岡市の面積は1，411.90km2で¥

)の内、山間地が市域の8割強を占めているので、

地部においてコンパクトな都市が形成されている。

静岡市は、 2003年 4月に清水市と合併して、 2005

月に政令指定都市となり、 2006年に蒲原町、 2008

年に由比町と合併した。静岡市の人口は716，197人で、

279，019世帯である (2010年国勢調査)。また、

静岡市の都市計画区域の面積は234.8km2、その内、市

街化区域面積は 104.0knlで、都市的土全由利用と自然的

土地利用とでほぼ半々となっているO

産業では、商業@観光業@サービス業などの第3次

産業や、物流業などの尉'~関連産業も盛んで、高都と

港町を併せ持っている。旧静岡市の中心市葬;地は、 JR

静凋駅から北側の県庁。市役所にかけて商業@業務機

能を集積し、その周辺に高層マンションなどが立地し

ている。一方、!日清水市では、臨海部の工業系用途地

域に大規模工場が集積し、造船業・食品産業吋動指号

具製造業など、ものづくり産業が盛んである。港の後

背地の JR清水劇司辺に商岩幾能が集積したが、近年

関1静岡帯o概況1)

図2静闇市の人口減少2)
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ではアーケード街に空き居舗が多く見られ、駅前の大

型スーパーも撤退するなど、商業機能が弱まっている。

第1期静関市中心市街地活性化基本計画 (2009年3月

，-.，..，2014年3月)を基に市告;地再開発事業や優良建築物

等整備事業など複数の再開発事業が実施され、まちな

かの居住人口が増加したコしかし、清水地区で、は、ま

ちなかへ移住してきた新住民も自家用車で国道l号線

沿いのショッピングセンターなどへ買い物に出かけて

しまい、新住民と地元高居街との間で需要と供給のミ

スマッチが起きている。

2016年3月に策定される「静岡市都市計画マスター

プランJ(1)から静岡市内の少子高齢化@空洞化などの

状況と都市経営の現状について記す。

図2カ￥ら平成22(2出合)年の人口密度と平成42

年の人口密度(推計値)を比べると、 60.1入品aから

52.3入品a(総人口では 716ラ196人から人)と

なり、現在よりも約減少し、特に中心市街地でそ

の傾向が著しい。

図3上から平成 22(2010)年の老年人口と平成 42

(2030)年の老年人口(推計値)を比べると、 65歳以

上が 176，033人から 205，888人(想定)となり、現在よ

りも約 170/0増加する。一方、図3下から年少人口を見

ると、 14歳以下が 91，673人から 61，512人(想定)と

なり、約33%減少する。特に年少人口は市街化区域内

で減少し、老年人口は中心市街地で増加が見込まれる。

図ヰから昭和 35(1960)年と平成 22(2010)年の

DID (人口集中地区)を比べると、 DID人口が37.3万

人から 62.5万人へ約680/0増加、 DID面積は3，720haか

ら1O，399haへ約180%)増加した。一方、人口密度は100.2

入品aから 60.1入品aへ約40%減少し、市街地の拡散 e

低密度化が進んでいる。

図5から歳出総額に占める土木費と民生費の割合を

見ると、民生費については平成21(2∞例年から高く

なり、土木費も平成25位。13)年から高くなりつつあ

る。将来、市の財政が縮小する状況のなかで、歳出総

額に占める民生費や、道路@上下水道など社会資本を

維持更新するための土木費が増加すると思われる。

以上のことから、静岡市の財政が縮小するなかで行

政コストを抑制し、社会資本の計画的 e効率的な維持

管理@更新を行うため、適切な人口密度の配量の誘導

を行う集約型都市構造への転換が必要である。また、

人口減少と少子高齢化に伴い、コミュニティの衰退や

空家の増加等により防泥・防災面で住環境の悪化が懸

3状態永住
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空家などの有効活用が必要である。これ以上、

低密度な市街地が法がると、公共交通のサービスを維

ことが困難となり、郊外に住み自家用車を持た

1高齢者などが生活に困ることとなり問題である。

郊外に住む高齢者には、通院や買し叶TJなど利便性が高

い近隣の地域拠点へ住み替えで、きる仕組みを築くこと

が必要である。また、各地域の拠点を結ぶ公共交通の

ネットワーク(連携)を構築することも必要である。

3盤

静岡市が目指す集約連携型都市構造の概要

静田市の人口は、 2010年に約九万6千人で、この

ままの状態でいると 2030年には推計で62万3千人と

なり人臼減少が予想される。 2015年4月にスタートし

3次静田市総合計画3)では、目標として2025年に

総人口 70万人維持を掲げた。厳しい財政状況のなかで

静岡市は、誰もが安全@安心@↑持直に暮らし続けられ

ちづくりに取り組み、市の強みを活かした産業育

成と経済活動を活発にし、環境への負荷を最小限に抑

えるまちづくりを行うために与融守連携型都市構造j

の形成を目指している。

罰五は静岡市における将来都市構造の考え方として、

集約連携型都市構造のイメージで、 2つの視点から構成

される。一つ目に、交通の利便性が高い鉄道駅周辺など

に都市機能を集約する都市(または地域)拠点を形成し、

それらを公共交通で連携することで、過度に自動車に依

1都市構造とすること(園 6上左)。二つ自に、

高速道路のインターチェンジの近くなど広域交通

鱗のポテンシヤノレの高い地域に産業拠点を形成し、新た

h 立体中止と出ムマことと併せて、日本平や三保半島など

の自然景観を保全しながら観光@レクリエーション拠点

広域交通網からのアクセス性を改善しながら

@交流機能の強化を図るものである(菌6

7は、公共交通網の状況や土主主手り用状況、観光資源

じて、「拠点J• i軸J窃「ゾーン」を位

「集約連携型都市構造」の詳細を示したもので

静岡市都市計画マスターフOランでは、「集約連携

を居指すために、市街化区域内を「利便性

、ゾーンj と「ゆとりある市街地ゾーン」に区分し

利便性の高いゾーンの中でも人口密度を高めていく

エリアとして、商業@業務@行政等の高次都市機能が集

「都市拠点J(2)と、地域サービスに重きを置いた

@業務機能が集積する「地域拠点J(3)に設定した。

そして、それらを結ぶ公共交通軸(鉄道、車線泉パス、地

図8静関市における将来都市構造の考え方8

図8特来都市構造実現に向けた重点地区お

第2章 中部各県の状況~高齢化@空洞化の現状と集約型都市構造への転換の意義と課題~務 59



域交通結節点)を位置付けた。また、自然環境保全・活 用途地域を変更し、長年にわたって公共交通軸近くへ住

用の観長から、市精化調整区域を「自然調和ゾーン」と

するとともに、市の経済ぞ観光を牽引する拠点を「産業

拠品(舟と「観光・リクリエーション拠点Jとした。

図8は、今後の静岡市における発展の重要号性を踏まえ、

ハード・ソフト両面の観点から重点的に取り組む4地区

み替えを誘導することが必要である。

三つ目に、三保半島地区などの観光・レクリエーシヨ

ン拠点lこついては、東名高選革路新ICからアクセスの

改善、自然の保全と景観に配慮した駐車場やビジターセ

ンターの整備などハードと併せて、市民主体によるイベ

を示したものである。都市拠点の静岡都心地豆では、県 ントを通じた観光・交流活動を繰り広げていくエリアマ

都・市の中心として、人口集積や都市機能の集積に向け ネジメント紙織が必要である。そのことで地域住民は、

た取り組みを推進するエリアである。また、清水都心地 帰属意識が高まり、その土地に誇りを持つようになる。

区では、隣接する清水港と連携して人口集積ヰ観光交流 また、地域の文化が育まれ、その結果、自然遺産の保全

機能の強化を図る。一方、産業拠点に位置付けられた東 や文化遺産の保護につながる。

名高速道路新 IC地区では、新しし、インターチェンジの 以上のことから、街づくり協議会やエリアマネジメント

整備により清水港や静岡富土山空港など市内外からの 高E織で地域別構想、を策定し、各エリアの住宅や工場の建て

アクセス性の向上が見込まれる地区に静岡市の経済を 替えの際に都市計画マスターフOランで、指定された各拠点に

牽引する拠点として新たな産業を誘致する。また、観 誘導し、 60年以上の長期にわたって集約連携型都市構造を

光・レクリヱーション拠点である三保半島地区では、世 実現するべきと考える。

界文化遺産の指定を受けた三保松原周辺において自然

景観の保全・整備や観光・交流機能の強化を図るとして 【語辞】

いる。

ω集約連携型都市構造を実現するための課題
持続可能なまちづくりを考えると、静岡市で集約連携

型都市構造を実現するにはいくつかの課題があげられ

る。以下は、石川!の私見を述べ、今後の展開を期待する。

一つ巨には、都市拠点や地域拠長へまちなか居住を誘

導する際に民間活力だけに頼ると、20階以上の超高層分

譲マンションを建設しかねない。建設後 60年以上経ち

建て替えする時、建設費用を賄うためさらに高層化する

ことなどを考えると、現実的でない。一方、中心部に移

り住んだ人の郊外部の持ち家を売却や賃貸するにして

も、必ずできる保証はない。仮に不動産会社が買収して

も、その宅地を分割して販売してしまい、住環境の悪い

密集した住宅街が形成されてしまう。いずれにしても、

中心部と郊外部に地区計画などで建物の高さの上限や

宅地面積の下限に規制をかけて、まちづくりをコントロ

ールする必要がある。そのために行政・街づくり公社・

土地所有者などが集う街づくり協議会を結成し、各地区

でまちづくりノいーノレの合意形成を図り、地域別構想、を策

定することが求められる。

二つ目に、東名高速道路新 IC地区などの産業拠長で

は、市外の製造業や物流施設の誘致を考える前に、震先

的に市内の鉄道駅に近い士場や物流施設などから、その

建て替えや大型の設備投資を行う時期と併せて移転を

検討するべきである。もしできれば、その工場や物流施

設などの移転跡地を、順次、準工業地域から住居地域へ

材高の執筆にあたり、静隠市役所者肺局都市計画摘出計画果から引用・

参考文献などの翻斗をご提供いただいた。ここに記して感謝の意を表する。

【補註】

(1児皇在、静岡市では、都市計画マスタープランを見直している最中で、引用

文献2)1土砂21"-'9/18まで骨子レベルで実施したパブ、リックコメント資料か

ら抜粋したものである。者載誘発音・専門家・市民・だ姓の代表からな

る「朝司市都市計画マスタープラン策定懇話会J(事務局静潟市御脇

市計画課、運営:昭手時待た討'f:)で検討しており、石川は学識粧験者の立

場から懇話会lこ参加している。

。y都市拠存、の1つの東朝司地区では、静岡県と連携により、新たな娠わいと

交流の核となる「文化・スポーツの殿堂jの整備を巴指している。

σ)却設処育、の1つの草離也区では、鯛司辺の整備などを進め、県立大学など

の立地を活かした文教エリアづくりを進めている。

(4)清水港地区では、産学官の連携による海洋文化の拠京づくりや、新たな公

共あ亘の導入の検討を進め、ウォーターフロントの賑わし創出のため、マ

リンパークへのi差損萱整備・活用など回避性の向上を図ろうとしている。
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